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如果低音的频率不均衡，这很可能是因为听室里的声学特性导致
的。即使扬声器或试听的位置很小的改变都可以使声音的效果产
生很深的影响，尤其在低频时。设法移动聆听的位置或者将扬声
器放在不同的墙旁边。

如果没有选择，可以使用附带的泡沫栓塞来调整扬声器的低频表
现。塞子是两件式组件，可使用外部(较大直径的一部份)或两部
分组合在一起来进行一定程度的微调。仅使用外部(较大直径的
泡沫栓塞) 较使用整个泡沫栓塞组件提供较少的低音衰减。

在微调前，确保安装中的所有连接正确且安全。

一般来说，把扬声器移离墙壁可降低低音。扬声器后的空间会帮
助创造出一种听觉上的深度感。相反，把扬声器移近墙壁则可增
加低音。如果你希望减少低音而不把扬声器移离墙壁，可使用泡
棉塞或泡棉环，来达到减低强烈的低音（见上图）。

4. 微调
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箱体表面通常仅需要除尘。如果想要使用喷雾剂或其它清洁剂，
请将清洁剂使用在布块上，不要直接喷到产品上，并先在一小块
面积上试用，因为有些清洁产品可能会损坏表面。请勿使用具有
磨蚀性，包含酸、碱或抗菌剂的产品。漆面上的污点可使用稀释
的无香味皂液清除。余下的斑纹可喷上专用玻璃清洁剂，然后使
用微细纤维布轻擦拭干。请勿对驱动单元使用清洁剂。请避免触
摸驱动单元，因为可能导致损坏。

真木外饰使用耐紫外线漆处理，以减低随时间而产生的颜色变
化。然而，就像所有的天然材料一样，表面饰板将受到环境的影
响并产生不同程度的颜色变化。可通过将饰板表面同等平均地置
于阳光下以修正颜色不一的现象，直到颜色统一。此过程可能需
要长时间，但是可通过小心使用紫外线灯来加速此过程。木质饰
板表面应远离直接热源，例如，发热器和暖气出风口，以减小木
质板材开裂的可能性。

在初始试听阶段，扬声器的性能会发生细微变化。如果扬声器被
安装在较冷的房间内，驱动装置的阻尼复合组件和悬挂材料会需
要一些时间来恢复其正确的机械性能。驱动装置的悬挂部分也会
在最初使用的几小时内松动。使扬声器达到理想性能状态的时间
将因以前的储存条件和使用方法而有所变化。作为使用指引，可
以用一周时间来稳定温度的影响，或者用平均使用15 小时的时
间来使机械部分达到理想的设计性能。

5. 煲机 6. 保养 
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包裝箱內的物品

檢查紙箱內的下列物品：
1 個泡棉栓塞
1 個附件包，包括:
	 4 個M4釘腳
	 4 個橡膠腳墊
	 4 個防鬆螺母（對邊為10毫米）
1 個底座
1 個附件包，包括:
	 1 個艾倫內六角扳鉗
	 4 個M6 35毫米螺釘
	 4 個平墊圈
	 4 個防震墊圈

環保信息
本產品符合國際指令，包括但不限於：

	 i. 	有關電機和電子設備的危害物質禁用指令 (RoHS)
	 ii. 	化學品註冊、評估、許可和限制 (REACH)
	 iii. 廢電機電子設備指令處理規定 (WEEE)

請咨詢閣下當地的廢棄物處理局，瞭解有關如何正確回收或處理
本產品的指導。

繁體中文
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揚聲器的安裝
此揚聲器的安裝為座地式。盡可能使用附帶的釘腳把它固定在地
板上。此外，為了更穩固，請安裝底座。

可於拆箱的過程時安裝底座，請遵循紙箱頂部紙瓣上的圖表。或
可於產品完全拆箱後才安裝底座，把揚聲器擺放在鋪上布塊的適
當支撐上(如桌子)，揚聲器的側面躺臥在支撐上，而底部懸垂。
固定底座於箱體底部的連接孔，確保底座底部的箭頭指示向前。
使用附帶的螺釘及墊圈來穩固地座。安裝防振墊圈於平墊圈與螺
釘頭之間。使用附帶的艾倫內六角扳鉗把螺釘擰緊。

釘腳須穿過地毯，竪立在地板表面。首先把螺母旋扭到釘腳上，
直到當釘腳安放在地面時，螺母剛好浮在地毯表面。然後將釘
腳全部擰入底座的螺紋圈中。如果箱體在地板上搖晃，鬆開未
接觸到地板的釘腳，直到箱體穩當放置，不再搖晃。最後把螺
母向箱體方向鎖緊。先選擇好揚聲器的定位才安置及調整釘腳
會較為便利。

如果沒有地毯，而希望避免刮花地板表面，可在釘腳和地板之
間用上保護性的金屬盤（比如說硬幣），或是使用附帶的橡膠腳
墊。安裝橡膠腳墊及平衡箱體的方法如安裝釘腳一樣。

2. 擺放位置 
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揚聲器的定位
初始安裝後的揚聲器的擺位將進一步提高聲音的質量，因此值
得這樣做。

無論是在立體聲還是家庭影院的安裝中，要設法確保每個緊貼揚
聲器周圍的物件在聲音特色上類似。例如，如果一個揚聲器的周
圍是無遮蔽的牆，而另一個揚聲器的周圍是軟性陳設品或窗簾，
則整個聲音質量和立體結像則可能受到影響。

傳統立體聲系統
首先，揚聲器應該定位在一個等邊三角形的兩個角的1.5至3米之
間，而等邊三角形的第三角應該在視聽區。揚聲器應該離後牆約
0.5米，而離任何一側牆至少約0.5米（見上圖）。

家庭影院系統
如果揚聲器被用於家庭影院中的前聲道，他們應該放置在較雙
聲道相互更近的位置，因為環繞聲道趨向於將結像加寬。將揚
聲器放置在離屏幕約0.5 米之內也有助於使聲音結像與視覺影像
成比例。猶如傳統的立體聲定位一樣，揚聲器應該處於離任何
一側牆至少0.5 米的理想位置。如果希望將揚聲器背著後牆放
置，而該位置導致低音過強，請參見本手冊微調部分使用泡沫
栓塞的信息。

雜散磁場
揚聲器的驅動系統可產生延伸到音箱周邊以外地方的雜散磁場。
我們建議你將對磁場過敏的物體（如傳統的顯像管電視機和電腦
屏幕、電腦磁盤、錄音及錄像帶、信用卡等）放置離它至少0.5
米的地方。LCD, OLED及等離子電視不會受這種磁場所影響。

>0.5m
>0.5m

>0.5m

110° - 130°

~40°

5 Channels 7 Channels

1.5m - 3m
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所有的連接應當在設備關閉時進行。

揚聲器的背部有兩對連著的端子。在傳統的連接中(見左上圖)，
接線柱連接應該處於原來的位置（如交付時那樣），讓一對端子
與放大器相連。在雙線連接或雙功放的情況（見右上圖），接線
柱連接應該除去，且每對端子須與放大器獨立相連接。雙線能夠
提高低頻率細節的分辨率。

確保揚聲器上的正極端（標有+ 和紅色）與放大器的正極輸出端
相連接，而揚聲器上的負極端（標有- 和黑色）與放大器的負極
輸出端相連接。不正確的連接會導致結像效果差和低音失真。

在選擇揚聲器接線時可向您的零售商咨詢。

3. 連接
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如果低音的頻率不均衡，這很可能是因為聽室里的聲學特性導致
的。即使揚聲器或試聽的位置很小的改變都可以使聲音的效果產
生很深的影響，尤其在低頻時。設法移動聆聽的位置或者將揚聲
器放在不同的牆旁邊。

如果沒有選擇，可以使用附帶的泡沫栓塞來調整揚聲器的低頻表
現。塞子是兩件式組件，可使用外部(較大直徑的一部份)或兩部
分組合在一起來進行一定程度的微調。僅使用外部（較大直徑的
泡沫栓塞） 較使用整個泡沫栓塞組件提供較少的低音衰減。

在微調前，確保安裝中的所有連接正確且安全。

一般來說，把揚聲器移離牆壁可降低低音。揚聲器後的空間會幫
助創造出一種聽覺上的深度感。相反，把揚聲器移近牆壁則可增
加低音。如果您希望減少低音而不把揚聲器移離牆壁，可使用泡
棉塞或泡棉環，來達到減低強烈的低音（見上圖）。

4. 微調
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箱體表面通常僅需要除塵。如果想要使用噴霧劑或其它清潔劑，
請將清潔劑使用在布塊上，不要直接噴到產品上，並先在一小塊
面積上試用，因為有些清潔產品可能會損壞表面。請勿使用具有
磨蝕性，包含酸、鹼或抗菌劑的產品。漆面上的污點可使用稀釋
的無香味皂液清除。餘下的斑紋可噴上專用玻璃清潔劑，然後使
用微細纖維布輕擦拭乾。請勿對驅動單元使用清潔劑。請避免觸
摸驅動單元，因為可能導致損壞。

真木外飾使用耐紫外線漆處理，以減低隨時間而產生的顏色變
化。然而，就像所有的天然材料一樣，表面飾板將受到環境的影
響並產生不同程度的顏色變化。可通過將飾板表面同等平均地置
於陽光下以修正顏色不一的現象，直到顏色統一。此過程可能需
要長時間，但是可通過小心使用紫外線燈來加速此過程。木質飾
板表面應遠離直接熱源，例如，發熱器和暖氣出風口，以減小木
質板材開裂的可能性。

在初始試聽階段，揚聲器的性能會發生細微變化。如果揚聲器被
安裝在較冷的房間內，驅動裝置的阻尼復合組件和懸掛材料會需
要一些時間來恢復其正確的機械性能。驅動裝置的懸掛部分也會
在最初使用的幾小時內鬆動。使揚聲器達到理想性能狀態的時間
將因以前的儲存條件和使用方法而有所變化。作為使用指引，可
以用一周時間來穩定溫度的影響，或者用平均使用15小時的時間
來使機械部分達到理想的設計性能。

5. 煲機 6. 保養
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1. 開梱

内容物

以下の内容を確認してください。
フォームプラグ　1個
アクセサリーパック1袋 
中身 
ゴム足　４個 
Ｍ6スパイク　４本 
ロックナット（10ｍｍ平面幅）４個
台座　1個 
アクセサリーパック　1袋 
中身 
六角レンチ　1個 
M6 x 35mmネジ　4個 
平ワッシャー　4個 
菊座ワッシャー　4個

環境関連情報
本製品は以下を含む国際指令に準拠しています。

	 i. 	� 電子・電気機器における特定有害物質の使用制限（RoHS）
	 ii.	 化学物質の登録、評価、認可および制限（REACH）
	 iii.	廃電気電子機器指令（WEEE）

本製品の適切なリサイクルまたは処分方法の指針については現地
の廃棄物処理当局に問い合わせてください。

日本語
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スピーカーの設置
本スピーカーはフロアに設置されることを前提に設計されています。
可能な限り付属のスパイクを使用してフロアにしっかりと立たせる
事が重要です。加えて、背の高いＣＭ10は適切な安全性を持たせる
ために台座を使用します。

開梱するときに、カートンの上蓋の図に従って台座を取り付けること
ができます。或いは、テーブルのような適切なサポートに布をかけ、
底部が突き出すようその上にスピーカーを横向きに寝かせることで、
完全に開梱した後に台座を取り付けることもできます。取り扱い中に
キャビネットやドライブユニットを破損しないように細心の注意を払
いながら作業を行ってください。台座の下側にある矢印が確実に前
側を指すように台座とキャビネットの下側の取り付け穴を合わせて
ください。そして付属のねじとワッシャーを使用し、台座を固定させ
ます。その際にねじの頭部分とワッシャーの間に菊座ワッシャーをは
さみます。付属の六角レンチを使用して、ねじを締めこみます。

スパイクは、床の上に敷かれているカーペットを貫いて、床の上に設
置するように設計されています。まず、フロアにスパイクが置かれた
時に、カーペットの上に十分ナットが浮かんだような状態になるよ
うに、スパイクのロックナットを廻しながら調整します。スパイクをね
じ込み式のインサートに目一杯ねじ込んでください。もしキャビネッ
トを、床面に置いたとき安定せずに揺れるようでしたら、揺れが止ま
り、キャビネットがしっかりと固定されるようになるまで、床に設置し
ていない２本のスパイクを緩めて下さい。最後に、キャビネットに対
してナットを固定してください。スピーカーの設置位置を最適に調整
した後にスパイクを調整した方が良いでしょう。

スピーカーを設置する場所にカーペットが全くなく、床の表面を傷
つけたくない場合は、スパイクと床の間の保護的な金属ディスク（
コイン等）を使用するか、または付属のゴム足を使用してください。
スパイクと同じ方法でゴム足の高さを調整しキャビネットを設置し
て下さい。

2. 設置場所 
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スピーカー設置位置
スピーカーを設置した後の設置位置の微調整は、サウンドクォリ
ティを更に向上させます。通常それは実施するだけの価値のある
ものです。

ステレオ又はホームシアターのどちらの場合でも、スピーカーの設
置はそれぞれのスピーカーの設置環境が、音響的特性において同じ
になるように行ってください。例えば片方のスピーカーが露出した壁
のすぐ近くに設置され、もう一方のスピーカーが軟らかい家具やカ
ーテンの近くに設置されたとします。この場合は、総合的なサウンド
クォリティとステレオイメージの両面で妥協した形になります。

従来のステレオシステム
始めに、左右のスピーカーを1.5ｍから3ｍ離して設置し、次に左右
のスピーカーがリスニングポジションを頂点とした２等辺三角形の
位置になるように設置します。スピーカーは後ろの壁からは約 
0.5ｍ、横の壁からは0.5ｍ以上離して設置してください （上図）。
 

ホームシアターシステム
ホームシアターシステムのフロントチャンネルにこのスピーカーを使
用する場合、サラウンドチャンネルが広がりのあるサウンドイメージ
を作る傾向にあるので、２チャンネルオーディオ（ステレオシステム）
セッティングより左右のスピーカーが近くになるように設置してくだ
さい。また映像のイメージとサウンドイメージのスケールが一致する
ように、フロントスピーカーはスクリーンの横から約0.5ｍ以内に設
置するようにしてください。ステレオセッティングと同様に、スピーカ
ーはあらゆる壁から約0.5ｍ以上離して設置することが理想的です。
お使いのスピーカーを壁に掛ける場合に低音が過度に強調される
時は、フォームプラグの使用について、このマニュアルの「微調整」の
セクションを参照してください。

漏洩磁界
スピーカーのドライブユニットは、キャビネットを越えて磁界を発生
させます。磁力に反応しやすい物品（ブラウン管テレビやコンピュー
ターのモニター、フロッピー・ディスク、オーディオ／ビデオ･テープ、
キャッシュ・カード類など）はスピーカーから少なくとも0.5メートル
は遠ざけておいてください。液晶テレビや有機ELディスプレーやプラ
ズマテレビは漏洩磁界に影響されません。

>0.5m
>0.5m

110° - 130°

~40°

5 Channels 7 Channels

1.5m - 3m
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全ての接続は、必ず機器のスイッチを全てオフにしてから行ってく
ださい。

スピーカーの裏に、リンクされたターミナルが 2 ペアあります。従来
の接続 (左上図) を行う場合、ターミナルリンクは所定の位置 (配
送された状態) に残し、一方のペアのターミナルのみアンプに接続
された状態にします。バイ・ワイヤ接続あるいはバイアンプ (右上図) 
を行う場合、ターミナルリンクを取り外し、ターミナルのペアをアン
プにそれぞれ独自に接続する必要があります。バイ・ワイヤリングを
行うと、低域のディテールの解像度が向上します。

スピーカーのプラス端子（“＋”のマークがあり、端子の色は赤）をア
ンプのプラス出力端子に、スピーカーのマイナス端子（“－”のマーク
があり、端子の色は黒）をアンプのマイナス出力端子を確実に接続し
ます。間違った接続を行った場合、サウンドイメージが広がらないと
か、低音が出ないといった現象が起きます。

スピーカーケーブルをお選びになる際はディーラーまたは各国の代
理店へご相談ください。

3. 接続
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低域の周波数にむらがあるようであれば、視聴している部屋の音響
特性の結果である可能性が非常に高いと思われます。スピーカーの
位置や視聴する位置のほんのわずかな変化ですら、音響パフォーマ
ンス、特に低域の周波数には大きな影響を与える場合があります。
視聴する位置を変えるか、可能であればお使いのスピーカーを別の
壁に配置してみてください。

他に方法がない場合は、同梱のフォームプラグを使用してラウドス
ピーカーの低域パフォーマンスを調整することができます。フォーム
プラグは 2 つの部分から構成される部品であり、ある程度のファイ
ンチューニングが可能です。外側の大きい方の部分だけ分離して使
うこともできますし、2 つの部分を一緒に使うこともできます。フォ
ームプラグの外側の大きい部分だけ使うと、一緒に使う場合に比べ
て、低域の減衰が少なくなります。

ファインチューニングの前に、もう一度全ての設置と接続が正しく
且つ安全に行われているか確認して下さい。

一般的に壁からスピーカーを遠ざけると低音域の量が少なくなりま
す。スピーカーの後ろにスペースをつくることによって、音場の奥行
き感を得ることができます。逆に言えばスピーカーを壁に近づけるこ
とによって低音域のボリュームを増やすことができます。壁からの距
離を変えずにスピーカーに低音域のふくらみを低減させたい場合に
は、スピーカーのバスレフポートにフォームプラグ挿入してみてくだ
さい。また少し低音域を減少させたい場合はフォームリングをバス
レフポートに挿入して下さい。フォームプラグ、又はフォームリングの
使用方法は上図を参照してください。

4. 微調整 Contents
日本語	 4
1. 開梱	 4
2. 設置場所 	 5
3. 接続	 9
4. 微調整	 10
5. ならし運転	 11
6. お手入れ 	 11
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キャビネットの表面は、普段はほこりを払うだけで十分です。エアゾ
ル剤その他の洗浄剤をお使いになりたい場合、洗浄剤によっては表
面を傷めることもありますので、本体に直接お使いになるのではな
く、布に取って小さな部分でお試しになってからお使いください。研
磨剤、または酸、アルカリ、殺菌剤が含まれている製品はお使いにな
らないでください。塗装面の汚れは、薄めた無香料セッケン溶液で落
ちる場合があります。それでも落ちない汚れは、専用のガラスクリー
ナーをスプレーし、マイクロファイバーの布で軽く拭き取ってくださ
い。破損の原因となる可能性がありますので、ドライブユニットに洗
浄剤を使ったり触ったりしないでください。

純木製のべニアには、時間経過に伴う退色を最小限に抑える耐紫
外線ラッカー処理が施されていますが、天然素材ですのでどうして
もある程度の退色が予想されます。色の違いは、色が均一になるま
でベニヤの表面すべてに均等に日光を当てることで調整することが
できます。長い時間がかかることもありますが、紫外線ランプを慎重
に使用してすると所要時間を短縮することができます。木製ベニヤ
になるべく亀裂が入らないよう、スピーカーは放熱装置や温風口な
ど直接熱を発するところから遠ざけてください。

スピーカーの性能は、御使用になるにつれて微妙に変化します。スピ
ーカーが冷たい環境に保管されていた場合、ドライブユニットのダン
ピング材とサスペンションが本来の機械的特性を取り戻すまで、し
ばらく時間が掛かります。ドライブユニットのサスペンションは音量
やソースにもよりますが、鳴らし始めてから１時間くらいで徐々にほ
ぐれてきます。スピーカーが意図された性能を取り戻すまでにかか
る時間は、開梱までの保管条件や、どの様に使用されるかによって
異なります。目安としては、温度による影響を安定させる為、ご使用
される状況で１週間、また意図されたデザイン特性に達するために、
平均15時間スピーカーを鳴らすことを見込んでください。

5. ならし運転 6. お手入れ 
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1. 포장 풀기

내용물

아래 내용물이 들어 있는지 확인하십시오.
1 폼 플러그  
1 액세사리 팩
	 4 고무 발받침
	 4 M4 스파이크
	 4 잠금 너트(폭 10mm)
1 플린스(스피커 받침)
1 액세사리 팩
	 1 육각 렌치
	 4 M6 x 35mm 스크류
	 4 평 와셔
	 4 내치 와셔

환경 정보 
본 제품은 다음을 포함한 국제 지침을 준수하고 있습니다. 

	 i.	� i전기전자제품에 대한 유해물질의 사용제한(RoHS)
	 ii.	화학물질관리제도(REACH)
	 iii.	폐전기전자제품처리지침(WEEE)

포장재나 제품을 폐기할 경우 재활용 가능 자원의 분리 
배출요령에 따라 수거하여 주십시오.

한국어
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스피커 설치 
본 스피커는 플로어 마운트로만 설치하도록 설계되어 있습니다. 
가능한 한 부속 스파이크를 사용하여 바닥에 흔들리지 않게 
세우는 것이 중요합니다. 아울러 스피커 받침(Plinth)을 
사용하여 안정되게 설치해야 합니다.

포장을 해체할 때 위 그림처럼 박스 위에서 받침을 부착하거나 
포장을 완전히 해체한 후 테이블을 천으로 덮고 그 위에 
스피커를 눕혀 부착할 수 있습니다. 받침 밑면의 화살표가 
전방을 향하도록 한 후 캐비닛 바닥의 구멍과 받침의 구멍을 
맞추십시오. 그리고 부속 스크류와 와셔로 조여주십시오. 
스크류 머리와 평와셔 사이에 내치와셔를 끼우고 육각 렌치를 
사용하여 단단히 조여 주십시오.

스파이크는 플로어에 깔려 있는 카페트를 관통하여 바닥에 
설치하도록 디자인되어 있습니다. 플로어에 스파이크가 닿았을 
때 카페트 상부와 너트 사이가 충분히 유격되도록 스파이크의 
잠금 너트를 돌리면서 조정하십시오. 스피커 받침의 나사 
구멍에 스파이크가 완전히 들어가도록 돌려서 끼워 주십시오. 
스파이크가 플로어에 닿았을 때 캐비닛이 흔들리면, 흔들림이 
멈추고 캐비닛이 확실히 고정될 때까지 플로어에 닿지 않은 2
개의 스파이크를 풀어 주십시오. 마지막으로 캐비닛 쪽으로 
너트를 돌려 완전히 고정시키십시오. 스피커를 최적의 위치에 
설치한 후 스파이크 높이를 조정하는 것이 좋습니다.

스피커를 설치하는 장소에 카페트가 깔려있지 않거나 플로어 
표면을 손상시키지 않으려면 스파이크와 플로어 사이에 금속 
보호 디스크(동전 등)를 사용하거나 부속의 고무 발받침을 
사용하십시오. 고무 발받침을 끼운 후 스파이크를 설치할 때와 
같은 방법으로 캐비닛의 높이를 맞추십시오.

2. 설치 위치 
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스피커 설치 위치
스피커를 설치한 후 최적의 음질을 얻기 위해 위치를 조정할 
필요가 있습니다.

스테레오 또는 홈씨어터 어느 경우에 있어서도 설치 환경은 
스피커 각각의 음향 특성이 동일하게 되도록 하여야 합니다. 
예를 들면 한 쪽 스피커는 노출된 벽에 근접하여 배치되어 있고 
다른 한 쪽 스피커는 부드러운 가구나 커튼 근처에 배치되면 
전체적인 음질과 스테레오 이미지의 양면에서 타협하는 모양이 
되어 바람직하지 않습니다.

일반적인 스테레오 시스템
먼저 좌우 스피커의 간격을 1.5m ~ 3.0m 정도 유지시킨 후 
좌우 스피커가 청취 위치를 정점으로 한 이등변 삼각형의 
위치가 되도록 설치합니다. 스피커 뒷 벽면으로부터 약 
0.5m, 좌우 벽면으로부터 0.5m 이상의 공간이 유지되도록 
설치합니다. (위 그림)

홈씨어터 시스템 
홈씨어터 시스템의 프런트 채널에 이 스피커를 사용할 경우, 
서라운드 채널이 확대된 사운드 이미지를 만들려는 경향이 
있으므로 2 채널 오디오(스테레오 시스템)의 경우보다 좌우 
스피커를 가깝게 설치하여 주십시오. 또 영상 이미지와 사운드 
이미지의 스케일이 일치하도록 프런트 스피커는 스크린 
가장자리에서 약 0.5m 이내에 설치하여 주십시오. 스피커 
높이는 센터 스피커 높이와 스크린의 중심 사이에 위치하도록 
하여 주십시오. 스테레오 설치 시와 동일하게 모든 벽면에서 
0.5m 이상의 공간이 유지되도록 하는 것이 이상적입니다. 
벽면에 가깝게 설치하면 저음이 강조됩니다. 이 위치에 
설치하시고 싶다면 본 매뉴얼의 미세 튜닝에서 폼 플러그 사용 
부분을 참조하십시오.

누설 자기장 
스피커 드라이브 유닛에서는 캐비닛의 범위를 넘어서 멀리 
퍼지는 자기장이 생성됩니다.  자기장에 의해 반응하기 쉬운 
물건(TV 및 컴퓨터 모니터, 컴퓨터 디스크, 오디오 및 비디오 
테이프, 신용카드 등)을 스피커의 0.5m 이내에 두지 마십시오. 
LCD, OLED, 플라즈마 스크린(PDP)은 자기장의 영향을 받지 
않습니다.

>0.5m
>0.5m

>0.5m

110° - 130°

~40°

5 채널 7 채널 

1.5m - 3m
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반드시 기기의 전원을 끈 상태에서 연결하십시오.

스피커 뒷면에는 터미널 링크로 연결된 2쌍의 단자가 있습니다. 
일반적인 연결방법(위 왼쪽 그림) 에서는 터미널 링크가 그대로 
연결된 상태에서 2쌍 중 한 쌍의 단자에 스피커 케이블을 
연결하고 그 케이블을 앰프에 연결합니다. 바이 와이어링 
연결(위 오른쪽 그림)에서는 먼저 터미널 링크를 제거하고 2
쌍의 단자에 스피커 케이블을 각각 독립적으로 연결한 후 이 
케이블을 앰프의 스피커 단자에 연결합니다. 바이 와이어링으로 
연결하면 저역 디테일의 해상도가 향상됩니다. 

스피커의 플러스 단자(+ 및 적색으로 표시)와 앰프의 플러스 
출력 단자가, 스피커의 마이너스 단자(- 및 흑색으로 표시)
와 앰프의 마이너스 출력 단자가 올바르게 연결되었는지 
확인하십시오. 연결이 올바르지 않을 경우 사운드 이미지가 
흐려지고 저역이 손실될 수 있습니다. 

스피커 케이블을 선택할 때는 대리점이나 전문가에게 
문의하십시오.
 

3. 연결
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혹시 저역 주파수가 고르지 않다고 느껴지면 이는 리스닝 룸의 
공진 모드 때문일 가능성이 있습니다. 스피커의 위치 또는 
감상 위치가 조금만 바뀌어도 이러한 공진의 영향이 개선될 수 
있습니다. 감상 위치를 이동하거나 스피커를 다른 벽 쪽으로 
옮겨 보십시오. 다른 대안이 없을 경우, 제공된 폼 플러그를 
사용하여 저주파 성능을 조절할 수 있습니다. 폼 플러그는 내부, 
외부 두 개의 파트로 구성되어 있으며 구경이 큰 외부 파트나 
내외부 파트를 함께 사용는 방법으로 미세 튜닝이 가능합니다. 
직경이 큰 외부 폼 링만을 사용하면 폼 플러그로 완전히 막았을 
때 보다 저역이 덜 감쇠합니다.

플로어 스탠드를 사용할 경우 바닥에 단단히 고정되어 있는지 
확인하십시오. 바닥이 고르지 않으면 카펫 피어싱 스파이크를 
사용하여 조정하십시오. FS-700 스탠드를 사용할 경우 최고의 
안정성과 성능을 얻기 위해 하중을 증가시킬 것을 권장합니다. 
스탠드 필라 안에 모래와 같은 소재로 가능한 한 충분히 
채우십시오.

튜닝을 실시하기 전에 모든 연결 상태가 올바르고 안전한지 
확인하십시오.  

일반적으로 스피커를 벽에서 멀리 떼어 놓을수록 저음이 
감소됩니다. 스피커 뒤쪽에 공간을 확보해야만 깊이 있는 
음장감을 얻을 수 있습니다. 반대로 말하면 스피커를 벽에 
가까이 설치하면 저음이 증가합니다. 벽과의 거리를 변경하지 
않고 저음 양을 줄이고 싶다면 스피커의 베이스 포트에 폼 
플러그를, 저음 양을 약간만 줄이려면 베이스 포트에 폼 링을 
삽입해 보십시오. (위 그림)

4. 미세 튜닝 
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캐비닛 표면은 먼지만 닦으면 됩니다. 에어로졸이나 클리너를 
사용할 경우에는 먼저 캐비닛에서 그릴을 조심스럽게 
분리하십시오. 스프레이는 캐비닛에 직접 뿌리지 말고 
부드러운 천에 뿌려 사용하십시오. 클리너가 스피커 표면에 
손상을 주지 않는지 먼저 국부 테스트를 통해 확인하십시오. 
연마성이 있거나 산, 알칼리, 항균제를 함유한 제품은 사용하지 
마십시오. 그릴은 캐비닛에서 분리한 상태에서 일반 옷솔로 
청소하십시오. 청소할 때에는 손상될 위험이 있으므로 드라이브 
유닛, 특히 트위터를 건드리지 않도록 각별히 주의하십시오.  

리얼 우드 비니어는 오랜 시간 동안 색상 변화를 최소화하기 
위해 자외선 차단 락커로 처리합니다. 그럼에도 불구하고 모든 
자연 소재처럼 비니어도 어느 정도 색상이 변화될 수 있습니다. 
색상 차이가 나게 되면 비니어 표면 전체를 노출시켜 색상이 
같아질 때까지 고르게 햇빛을 쬐면 없어집니다. 이 과정은 수일 
또는 수주가 걸릴 수도 있으나 자외선 램프를 적절히 사용하면 
기간을 단축시킬 수 있습니다. 우드 비니어가 갈라지거나 
트는 것을 방지하기 위해 라디에이터나 온풍기와 같이 열이 
발생되는 기기 근처에는 설치하지 마십시오.

스피커의 성능은 초기 사용 기간 동안 미소하게 변화됩니다.  
스피커를 차가운 곳에서 보관한 경우에는 드라이브 유닛의 
댐핑재 및 서스펜션이 본래의 기계적 특성을 정상적으로 
회복하기까지 일정 시간이 소요됩니다.  또한 드라이브 유닛 
서스펜션도 처음 한 시간만 사용하면 부드러워집니다. 스피커가 
본래의 성능을 회복하기까지 필요한 시간은 보관 조건이나 
사용 상태 등에 따라 다릅니다. 스피커가 온도 영향을 받지 
않고 안정되기까지는 최소 1주일이 걸리며, 기계적 부품들은 
평균 15시간 정도 사용한 후에야 본래의 디자인 특성을 얻을 
수 있습니다.

5. 길들이기 6. 관리 
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